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V209b JASMINE検出器ボックスユニット（DBU）の検討状況
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赤外線位置天文衛星 JASMINEは、「銀河系中心領域の位置天文観測」と「中期M型星周りの惑星トランジッ
ト探査」を主要な科学目標とする宇宙望遠鏡計画であり、2032年頃の打ち上げを目指して検討が進められている。
本講演では望遠鏡構造の中でも、焦点面検出器であるイメージセンサーへの熱流入および迷光を抑制し、一定温
度に冷却するための検出器ボックスユニット（DBU）の検討状況を報告する。
JASMINEでは、約 1秒角の空間分解能で 0.5° × 0.5° の広視野をカバーするため、焦点面に 2K × 2K 画

素の国産 InGaAs近赤外イメージセンサーを 4枚搭載する計画である。これらの暗電流を抑えるためには、セン
サー温度を 173 K以下に維持する必要があり、現行設計では 2台のThermoelectric cooler(TEC)により無擾乱で
センサーを 2枚ずつ冷却する。TECの排熱側にはグラファイトシートを積層したサーマルストラップを接続し、
衛星外表面のラジエーターを通して効率的に排熱する構造としている。さらに、望遠鏡構造からの輻射熱流入を
抑制するため、DBUは二重構造とし、各構造の外側を黒色MLIで覆う設計としている。
これまでに、要求仕様を満たす設計解が熱的・構造的に成立することを確認し、また DBUの構成要素である

TECやサーマルストラップについて試験を行い、得られた実測値から設計解が実現可能であることが分かった。
今後は検出器保護回路（FOB）の最適配置やシングルモードファイバーを用いたフラット校正光源の検討を進め、
ブレッドボードモデル（BBM）製作に向けて設計精度をさらに高める予定である。


